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本
専

研究科６ヵ月コース特待生制度あり／宿舎紹介

化
学
基

礎

実
験

竃
博
／
九
一
義
二
Ｓ
一
複
翰
な
夙
歌
心
根
底
に
あ
る
自
然
の
摂
理
心
認
識
と
法
則
性
奮
応
用

す
る
科
学
的
一
度
の
体
得
を
牟
ラ
イ
と
し
て
、
定
性
／
重
量
／
比
色
／
容
量
／
物
種
化
学
／
有

機
化
李
の
あ
禰
実
験
に
つ
き
１
屁
３
～
４
時
間
内
で
教
材
を
厳
選
し
遮
切
に
解
説
し
た
最
新
刊
／

ｌ
ｌ
１
１
‐

ｔ
１
４
１

ｓ
ｎ
ｌ
＆
&
ａ
９
１
１

１
本
吉
Ｓ
Ｓ
２
万
３
千
５
百
躇
を
英
和
和

ａ
新
化
学
用
曙
辞
典
ｎ

化
学
ド
イ
ツ
賂
新
辞
典

化
学
英
語
の
解
釈
研
究

楠
本
吉
一
書
２
万
３
千
５
百
略
を
英
和
和

莫
に
配
列
し
訳
曙
化
学
式
苧
一
冒
円
〒
9
0

犠
本
官
部
署
化
学
お
よ
び
自
然
科
学
関
価

め
ド
イ
ツ
瞎
２
万
５
千
路
千
Ｘ
翼
円
〒
卸

楠
本
・
答
静
香
化
学
英
文
に
糟
遮
す
る
例

圖
四
七
一
題
に
Ｉ
切
な
訳
解
七
頁
円
？
7
0

化
学
ド
イ
ツ
蒙
の
解
釈
研
究
ぴ
Ｊ
ａ
銃
器

yt･し６ごｘ９９咄以ヽ陽一口辺
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配住所宛震密書をお送り下さい。履歴書審

査の上後日詳細御連絡致します。
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Ｒ回１

サ
ー
ク
ル
誌
・
タ
イ
プ
印
刷

　
　
太
洋
社
総
合
印
刷
（
株
）

文
京
区
白
山
４
－
3
6
‐
1
8

電
話
（
九

回
暦
箭

一
委
員
長
に
曾
根
君

　
　
　
―
二
部
体
育
会
―

　
二
部
体
育
会
常
任
委
員
会
（
曽
根
委

員
長
）
は
、
昨
年
士
茸
二
部
体
育
会

常
任
秀
揖
会
を
開
き
四
士
八
年
度
二
部

体
育
会
委
員
擾
に
瞭
根
正
雄
君
｛
経
済

一
｝
一
）
を
岩
任
じ
た
。

米軍基地との対決を組織
x ｀ ら ゛ x x ヽ ｀ y ゛ ｀ ヽ ヽ ｀ ヽ ｀t a Q . ･ ､ ｀ ･ . ･ . ･ ･ . ･ ｀ ･ ･ . … … ゝ . ･ . . I . ･ . . .

復帰協の闘争秩序を突破

沖
縄
反
軍
事
植
民
地
闘
争

一
　
・

一
’
コ
‐
‐

　
屋
Ｑ
革
新
政
府
を
消
点
と
す
る
復
帰
協
が
戦
後
二
ｔ
五
年
閲
、
皺
郡
に

栄
耀
寧
基
地
権
力
と
の
平
和
共
仔
を
行
い
つ
つ
Ｍ
っ
て
き
た
本
土
復
帰
闘

争
か
汽
ゴ
ザ
暴
動
を
契
機
と
し
つ
つ
新
た
な
局
面
に
突
入
し
た
。
五
千

人復
帰
協
の
闘
争
杵
序
を
哭
破
し
、
明
確
に
自
身
の
権
力
を
準
備
せ
ん
と
す

る
Ｍ
い
が
あ
兎
今
や
沖
縄
民
業
は
意
匯
的
に
解
Ｓ
ｉ
４
’
国
頭
村
ヽ
美

里
村
の
闘
い
を
組
織
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
六
九
年
申
一
月
以

降
、
国
家
権
力
の
苧
に
あ
っ
た
極
東
の
戦
術
的
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
、
総
体

と
し
て
、
人
民
の
側
に
移
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
礒
総
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な

い
。
（
ｄ
集
局
取
材
部
）

騒
乱
罪
を
適
用

　
一
丸
ｕ
〇
年
、
申
二
月
二
十
日
、
午
一
受
け
た
が
、
ぶ
故
現
場
で
．
奔
ｉ
が
ハ

萌
ノ
ワ
宍
、
冲
利
コ
ザ
回
瓦
詣
ぶ
ロ
ル
ド
を
皆
じ
よ
う
と
し
た
こ
と
）

倅
回
昆
．
只
ロ
ル
ド
．
‘
ぺ
随
一
ｍ
ド
脚
ぷ
．
か
・
ら
哀
ぶ
．
に
諏
と
卸
絹
り
咄
家
の
衝
突
・

隊
日
い
一
転
‘
．
Ｊ
Ｊ
川
が
横
回
申
の
ボ
雇

‐
‐
‐
が
開
始
し
た
．

田
口
但
芯
て
ご
ん
ご
は
ね
、
翁
艮
畳
「
金
城
さ
ん
の
1
1
1
心
舞
を
轍
返
す

ん
は
間
居
Ｕ
幽
ご
約
一
越
鼎
の
け
が
ご
な
言
い
う
祉
か
・
‥
犯
人
麗
の
為

検10

　人

挙を

沖
縄
民
衆
か
自
ら
武
装
し
、
武
装
米
遺

兵
隊
の
畝
か
く
幄
一
の
中
で
、
投
石
、

米
人
φ
を
次
々
と
破
壊
、
炎
上
さ
せ
て

米
兵
と
の
Ｕ
争
を
繰
返
す
申
で
、
こ
り

］
闘
い
は
コ
ザ
巾
中
心
部
全
域
に
拡
大
し

て
千
名
余
り
・
沖
純
民
衆
が
米
兵
と
り
Ｍ

い
に
限
ｇ
し
た
。

　
こ
り
Ｕ
い
は
逼
兵
隊
の
｝
へ
通
嘔
故
り

処
理
に
不
一
を
持
っ
た
沖
縄
民
衆
か
、

戦
吸
ふ
Ｉ
五
年
間
、
米
琳
政
の
中
で
抑

ｈ
さ
れ
続
け
で
き
た
沖
絹
民
衆
の
怨
念

を
爆
発
き
せ
た
か
の
よ
う
に
、
Ｍ
Ｐ
カ

ー
や
米
ふ
馮
痢
だ
け
を
放
火
、
嘉
手

納
以
池
内
に
も
突
人
し
、
米
軍
樋
地
内

・
り
諸
哨
設
を
炎
上
さ
甘
９
と
い
う
沖
縄

最
大
９
５
(
‐
Ｉ

Ｓ
１
１

１
４
ｐ

た
。　

こ
９
・
大
衆
的
反
采
・
反
哺
池
Ｍ
動

の
兄
糾
は
、
九
月
十
八
日
、
糸
祠
町
で

主
知
金
城
ト
ョ
さ
ん
曳
那
覇
航
空
隙

釣
務
タ
ミ
ー
・
Ｌ
・
ワ
ー
ド
ニ
等
軍
曹

か
交
通
事
故
で
即
死
さ
せ
た
満
作
へ
迫

。
の
ぽ
る
。
こ
の
・
交
通
μ
故
は
軍
曹
の
飲

酒
、
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
す
ぎ
か
Ｍ
因
で

あ
っ
た
た
め
、
地
元
は
那
覇
基
地
司
令

官
に
涙
圧
な
政
利
と
貞
任
を
要
求
し

た
。
し
か
し
な
か
ら
、
十
二
月
十
、
十

一
口
加
剔
以
。
池
内
の
以
法
廷
で
、
過
失

フ
ミ
ー
一
一
汗
回
ニ
ー
一
‐
‐
百
≒
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
一
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
Ξ
一
＝
＝
」

日
韓
‐
‐
‐
‐
条
約
粉
砕
へ
向
け
て

…
…
…
一
一
、
一
｀
‥
『
に
。
一
’
。
・
ん
Ｉ
厨
1
‐
1
‐
ツ
田
牛
圃
回
・
Ｉ

Ｉ
・
1
5
人
管
闘
争
中
央
総
決
起
を
闘
う

エ

ー
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罪
孝
心
、
突
琳
将
校
で
糾
成
す
る
俗

書
□
団
は
無
罪
を
と
り
、
不
旨
に
も
ワ

ー
2
'
1
1
1
Z
I

!
S
x
i

l
4
j
っ

た
。

　
こ
○
よ
う
な
不
当
な
裁
判
や
敏
々
り

米
兵
０
横
一
に
怒
り
を
押
さ
え
て
い
た

沖
縄
我
衆
は
、
こ
れ
以
上
米
示
斌
地
ど

漱
４
政
に
一
服
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
と
い
う
、
二
十
五
年
圓
柘
り
さ
れ
続

け
で
・
ご
た
抑
圧
と
．
ｘ
配
に
対
し
、
そ
の

全
て
を
持
っ
て
、
。
反
米
こ
攻
。
地
闘
争

と
し
て
い
コ
ザ
反
米
ぃ
｀
勤
に
決
起
し
た

り
で
あ
。
た
。
し
か
し
、
こ
り
沖
一
説

衆
お
棄
・
反
禍
地
闘
争
に
恐
怖
し
た

ラ
ン
パ
ー
ト
。
‥
ｌ
辱
弁
務
官
は
、
す
ぐ
さ

ま
沖
縄
民
衆
へ
い
刺
固
ど
竃
。
事
植
民
地

と
し
て
り
沖
縄
を
固
く
り
り
抜
く
と
い

う
り
別
声
明
を
発
表
し
た
。
さ
ら
に
は

一 　 　 　 - -
-

一
月
八
日
、
琉
球
警
察
本
部
の
「
コ
ザ

事
件
特
別
捜
査
本
部
」
は
騒
良
一
、
米

民
政
府
布
令
一
四
四
号
の
湯
田
を
決
定

し
、
十
名
の
革
命
的
沖
縄
民
衆
を
不
当

逮
捕
す
る
と
い
う
一
圧
吸
累
日
帝
国

主
義
、
琉
球
警
察
、
一
良
政
府
一
体
と

な
っ
て
革
命
的
コ
ザ
反
米
・
反
基
地
闘

争
○
そ
り
端
緒
か
ら
反
撃
を
開
始
し

た
。
’

八
解
説
Ｖ

　
戦
後
二
十
五
年
凶
、
沖
縄
人
民
は
米

軍
事
基
地
撤
去
、
米
軍
政
打
倒
の
た
め

ひ
た
す
ら
闘
い
抜
い
て
き
た
。
自
身
の

軍
事
植
・
民
地
と
し
て
の
位
置
の
解
体
を

ひ
け
た
そ
の
買
い
は
、
呈
－
。
五
年
圖
本

ヒ
既
知
Ｕ
争
と
し
て
表
現
さ
れ
、
本
土

厦
帰
一
争
り
強
叱
こ
そ
が
呻
峰
の
解
放

を
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
道

と
し
、
米
軍
事
佩
地
と
の
平
和
共
存
、

宋
土
と
り
統
一
咳
叙
の
も
と
に
軍
事
植

民
地
沖
縄
島
か
ら
り
解
放
り
随
一
を
見

い
出
さ
ん
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
あ
ま

り
に
も
巨
大
な
米
４
Ｍ
地
に
対
し
、
白

寿
・
の
力
の
弱
さ
を
知
る
が
故
に
、
二
十

五
年
圖
の
米
一
心
政
へ
の
怒
り
を
抑
制
し

直
接
的
な
衝
突
な
く
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア

民
主
主
謐
廳
の
秩
序
内
に
お
け
る
本

土
復
帰
一
争
に
全
て
を
投
入
し
て
き
た

の
は
歴
史
的
必
然
性
命
持
つ
。

　
墜
史
的
な
本
上
復
帰
闘
争
は
Ｍ
良
政

府
・
厦
帰
一
を
生
み
、
累
日
帝
国
主
義

に
『
日
米
共
同
声
明
』
を
強
制
し
、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
本
土
を
痍
り
す
る
と
と
も
に

「
国
政
参
加
」
一
挙
へ
と
登
り
つ
め
て

い
っ
た
Ｑ

　
6
9
年
日
米
銭
同
声
明
「
‥
ｌ
政
参
加
」

選
挙
は
文
字
と
お
り
日
帝
の
ヘ
ゲ
モ
ニ

ー
の
も
と
に
、
日
帝
に
よ
る
印
綿
統
合

政
策
が
着
々
と
な
さ
れ
て
い
く
過
程
で

あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
申
で
、
日
南
は
本
土
気

Ｓ
秩
序
り
導
入
を
一
良
政
府
・
復
帰
Ｍ

・
の
本
と
復
帰
の
超
勤
秩
序
を
運
用
し
、

日
帝
へ
の
聡
服
を
は
か
ら
ん
と
し
た
。

し
か
い
ヽ
ハ
穏
荻
院
占
拠
闘
争
ｕ
一

良
政
府
の
無
能
力
さ
を
暴
露
し
、
本
土

復
帰
闘
争
の
吏
な
る
発
展
の
た
め
に
は

一
良
政
府
・
復
帰
Ｓ
を
乗
り
越
え
た
新

し
い
闘
争
秩
序
″
｀
ぐ
し
て
あ
り
え
な
い

こ
と
を
沖
縄
民
衆
は
経
験
的
に
意
識
化

し
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
、
ア
ザ
ぼ
米
Ｉ
争
こ
そ
は

慧
地
と
の
平
和
共
存
、
本
土
と
の
統
一

戦
線
と
い
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
運

動
の
闘
争
秩
序
（
復
帰
晦
運
動
）
を
乗

り
轄
え
た
、
物
質
的
力
を
持
っ
て
直
接

干
渉
す
る
と
い
う
新
し
い
反
軍
事
植
民

地
闘
争
の
開
始
で
あ
り
、
攻
勢
的
局
面

に
あ
っ
た
日
所
に
対
し
、
戦
術
的
力
関

綴
か
ゴ
ザ
反
米
�
争
に
よ
り
、
今
、
逆

転
さ
れ
、
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
沖

耗
人
民
は
自
身
り
力
に
よ
っ
て
、
米
軍

糾
雌
、
米
軍
政
か
ら
の
解
放
を
勝
ち
と

ら
ん
と
し
て
公
然
と
米
’
ｍ
慧
知
に
対
決

す
る
と
い
う
伸
一
闘
争
の
歴
史
的
勝
機

を
自
Ｍ
Ｏ
力
に
よ
っ
て
切
り
拓
い
て
い

っ
た
。
こ
の
新
た
な
沖
縄
闘
争
の
地
平

を
切
り
拓
い
た
の
は
厦
知
略
と
Ｍ
良
政

府
を
支
＆
し
き
た
印
綿
労
農
人
民
で
あ

り
、
沖
鴫
Ｓ
争
り
吏
な
る
発
展
の
埴
礎

は
、
本
土
復
帰
の
運
動
を
Ｍ
い
抜
い
て

1美

|里

i村

き
た
沖
縄
人
民
の
申
に
こ
そ
存
左
す
る

の
で
あ
る
。
へ

　
本
土
の
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
コ

ザ
反
Ｘ
・
反
城
地
闘
争
を
支
持
、
防
衛

し
、
肺
縄
民
衆
に
か
け
ら
れ
た
騒
＆
罪

を
倣
底
糾
弾
ｋ
国
頭
村
米
軍
演
習
阻

止
圖
争
、
毒
ガ
ス
撤
去
闘
争
に
連
帯
す

る
と
減
に
、
犯
罪
米
兵
へ
の
蔵
判
権
要

求
、
沖
縄
「
返
還
陥
定
」
（
四
月
）
お

よ
ぴ
批
准
（
四
月
）
阻
止
に
向
け
、
七

一
年
い
っ
ぱ
い
を
米
日
帝
国
主
義
と
全

向
対
決
し
抜
く
、
大
衆
的
闘
争
を
構
築

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に

衆
の
た
め
の
カ
ン
バ
活
動
、
騒
乱
罪
に

よ
っ
て
不
当
逡
捕
さ
れ
た
沖
縄
民
衆
を

即
時
釈
放
さ
せ
る
た
め
の
闘
い
、
吏
に

は
、
日
帝
と
全
、
血
対
決
す
る
Ｍ
い
を
単

独
で
Ｍ
い
抜
い
て
い
る
Ｍ
村
さ
ん
の
μ

判
闘
争
’
七
防
衛
し
、
支
持
す
る
圧
倒
的

な
大
衆
的
隊
伍
を
確
立
し
て
い
く
必
要

を
本
土
の
わ
ね
わ
れ
全
て
が
突
き
つ
け

ら
れ
て
い
る
事
を
確
認
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。
以
吐
の
緊
急
の
任
務
を
放
棄

す
る
嘔
は
沖
縄
民
衆
に
敵
対
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
ア
ジ
ア
革
命
そ
の
も
り
に

戴
対
す
る
○
で
あ
る
。

　
毒
ガ
ス
撤
去
を
闘
う

　
　
　
　
　
　
　
コ
ザ
暴
動
を
受
け
て

　
在
沖
ラ
ン
バ
ー
ト
４
等
弁
務
官
は
一
で
実
力
阻
止
の
方
針
を
決
定
し
た
。

応
、
治
酒
心
対
冷
に
斤
冷
十
Ｊ
い
Ｊ
Ｊ
政
ぼ
酒

4
i
i
i
i
i
4
1
4
1
51i
i
j
副
彫
々
拒
策
い
回
″
ぁ

　
そ
し
て
十
日
、
羞
球
政
府
の
毒
ガ
ス

対
箪
本
部
と
む
違
住
民
と
の
対
話
集
会

が
も
た
れ
た
が
席
上
゛
球
政
府
が
招
い

た
調
査
団
か
ら
「
わ
ず
か
四
時
闇
半
の

財
。
″
と
祝
祭
で
帖
ぃ
″
が
出
る
は
ず
は
な

い
」
「
米
軍
は
住
民
対
策
な
ぺ
全
く

Ｊ
７
で
い
な
い
こ
と
が
、
は
っ
き
り
し

新
理
事
長
に
三
沢
前
常
務
理
事

　
　
十
二
月
三
十
日
の
定
例
理
事
会
で
決
定

　
昭
犯
四
十
五
年
、
十
こ
日
べ
十
Ｕ
、

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
東
洋
大
学
、

石
飴
延
内
の
以
遠
で
、
過
芒
定
哨
笛
改
壹
ぴ
望
包
ぷ
あ

致
死
罪
を
要
求
む
る
検
嘔
に
対
し
、
弁
一
り
、
前
常
務
一
事
三
沢
元
以
氏
が
大
島

S
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１
１
４
Ｑ
ｏ
ｐ

柘
４
４
‐
‐
防
叩
汰
庁
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．
・
れ
ぷ
り
わ
れ
わ
れ
は
い
韓
国
」

扁
か
ら
則
鮮
輛
へ
○
溥
き
．
懸
茫
咎
㈲

り
に
く
持
丿
几
し
か
し
な
ぴ
ら
、
日

収
ブ
目
レ
タ
リ
で
’
ト
の
闘
い
の
不
＆

脆
勺
・
レ
ヘ
ー
．
ハ
か
犬
目
韓
条

紀
印
ｋ
仏
君
れ
、
以
後
ｈ
年
圖
と
い

う
ち
い
わ
れ
わ
れ
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
▽
八
入
－
リ
ャ
こ
に
価
刈
し
で
き

…
…
、
。
に
、
フ
ぐ
勁
ヽ
惣
卯
月
‐
・
玉
川
日
夕
ご
紅
て
は
な

ぃ
Ｉ
ｉ
こ
ｌ
ｙ
ゾ
こ
こ
ら
ら
こ
い
。
決
し
。
・
し
わ
れ
わ
れ
に
は
、
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
】
函
粕
、
「
卯
月
」
ｎ
夕
石
ず
国
n

　
５
」
万
ｊ
‐
勺
ふ
‥
択
か
ぱ
こ
ｆ
目
絹
針
人
ｙ
り
干
渉
は

ノ
。
－
ご
Λ
昌
り
入
ュ
ー
ヅ
れ
ご
ド
し
ど
が
っ
で
［
外
叙
架

地
下
要
塞
を
建
設

　
　
特
措
法
粉
砕
に
向
け
て

　
－
　
　
　
　
゛
一
　
　
　
　
い
●
　
　
一
Ｘ
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
.
　

Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　
９
Ｊ
　
Ｌ
Ｉ
－
ｘ
－
１

仁

一
。
一
丁
・
　
・
ノ
こ
こ
　
…
…
”
。
り
・
・
づ
ヅ
ピ
ズ

二
　
Ｉ
　
‐
ミ
レ
　
バ
　
‥
‥

…
…
…
　
丁
‐
八
万
こ
以

』
］
］
ミ
ヤ
ー
。
‘
。
兄
才
ヽ
回
い

・
一
丿
一
　
Ｔ

　

　

　

一

一

－

　

一

一

‘

‐

.

.

.

I

S

.1

｡

.

‐

.

S

‐

1

1

一

汗

Ｔ

、
匈

ヽ
一
し

、
ご
‘
‘
。
．
ｊ
’
Ｅ
．
‐
1
・
．
ｊ
　
。
鴇

　
一
　
一
・
　
一
　
一
　
・
　
一
。
・
’

　
　
　
一
　
　
　
　
　
ｆ
　
ｊ

　
　
　
・
　
Ｉ
　
　
　
　
　
Ｊ
’
９

刀
‘
7

‐
j
‐
11
:
:
’
‐
Q
1
7
.
7
;
!
!
.
s
.
R
J
4
2
4
1
2
。

１１
心
ロ
ド
ご
仁
こ
一
七
に
が
故
べ

　
　
フ
ー
‘
・
？
．
り
．
．
べ
昿
言
言
甲
・
ト
日
ス
目
、
に
副
丿
心
屁
没
公
団
は
、

　
Ｉ
　
Ｓ
、
回
・
．
．
‐
・
ブ
ズ
回
に
百
聞
に
バ
．
几
持
別
昌
が
昌
適
川

ぐ
Ｉ
≒
特
回
沁
て
り
．
ノ
亜
副
一
に
ふ
ご
．
乙
こ
こ
に
表
測
し
た
．
こ
り

〈

」
…
…
一
」
】
。
」
一
一

・
｛
｝
」
｛
｛
｛
｛
｛
｛
一

＼
☆
二
水

三里塚闘争

　
こ
い
軍
ｊ
．
心
埋
設
を
め
ぐ
る
反
対

日
似
と
随
刀
勾
攻
防
バ
μ
』
、
そ
○
内
実

は
四
カ
弔
Ｏ
Ｍ
い
を
通
し
て
、
農
民
○

土
地
に
対
す
る
防
衛
闘
争
か
Ｑ
、
明
確

に
、
日
本
帝
国
主
義
の
ベ
ト
ナ
ム
革
命

に
対
す
‘
‐
Ｑ
．
反
革
命
介
入
反
対
と
す
る
闘

い
と
し
て
以
的
な
前
進
を
と
げ
つ
つ
、

日
本
本
土
に
お
け
る
土
着
的
農
民
の
反

F
3
4
2
S
I
争
と
し
て
前
進
し
つ
つ
あ

る
。　

そ
し
て
こ
ｏ
反
対
同
盟
は
ぶ
Ｖ
十

二
月
六
日
忿
�
庄
民
西
動
吃
叫
総
決
超

－ 一 一 Ｊ -

一

昌
静
氏
に
代
り
、
新
し
く
リ
石
に
選

任
さ
れ
た
。

　
な
お
、
同
十
二
月
十
五
日
に
東
洋
大

学
直
一
委
ａ
【
会
委
糾
址
坂
戸
公
隆
氏
か

ら
Ｍ
叫
の
任
副
詞
了
に
伴
う
斬
理
事
及

ぴ
監
￥
の
各
候
補
者
に
つ
い
て
の
答
申

務
を
斟
＆
せ
よ
に
と
い
う
方
針
は
成
立
権
」
適
用
の
た
め
の
Ｉ
い
を
展
開
す
る

し
な
い
。
し
か
し
士
ハ
ロ
以
喚
、
仮

二

と
武
に
、
一
兄
つ
の
在
日
中
朝
人
民

に
「
永
住
権
申
一
」
の
延
明
か
成
タ
。
す
盲
ｕ
い
を
支
持
、
防
衛
し
抜
か
な
け
れ

る
一
向
、
二
度
目
の
六
五
り
日
倅
条
約
一
ぱ
な
ら
な
い
。

を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
そ
の

‐
ふ
ぅ
な
Ｕ
帝
、
朴
ｙ
昌
分
．
折
支
配
に
飼

し
ヌ
鯨
業
務
を
拒
否
せ
ょ
こ
い
ぅ

な
針
を
収
り
、
口
吻
、
拾
と
貨
面
的
に

μ
沢
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ

ー
兄

　
わ
れ
わ
れ
は
配
口
中
哨
人
民
の
杭
口

誦
朕
哺
政
一
？
ｔ
支
持
し
、
そ
の
た
め

に
闘
い
抜
か
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
．
吏

に
国
籍
．
を
同
わ
ず
、
無
条
件
に
「
生
旨

－ － 一 一㎜ 皿 - ･ - ･ ･ ･ ａ － ＝ ･ ･ ･ =

－ -

渠
公
か
一
同
き
、
公
!
t
’

9
1
!
‘
土
油
収

用
寿
池
国
住
民
遍
動
の
樵
．
削
．
南
と
し
で

目
身
を
位
遜
づ
け
る
こ
と
を
決
意
し
、

- - ‥ -

が
あ
り
十
二
月
二
十
四
日
、
そ
の
同
意

を
匈
る
た
め
の
評
‐
議
委
員
会
が
開
か
れ

k
!
|
．
　
　
　
　
．

　
三
十
日
の
理
事
収
過
で
は
常
務
理
事

紙
学
部
教
授
清
水
虎
雄
氏
が
教
学
担
当

2
1
、
校
友
会
か
ら
の
石
川
知
治
氏
か
総

務
担
当
に
そ
れ
ぞ
れ
新
し
く
一
任
さ
れ

吉
田
賤
氏
が
経
理
担
当
に
．
肖
迦
さ
れ

t
2
1
。
理
畢
に
は
、
磯
村
英
一
氏
、
折
本

節
訟
、
佐
瀬
Ｍ
氏
、
．
６
瀬
浄
氏
、
金
岡

西
友
氏
、
如
意
艮
、
・
以
後
虎
雄
氏
、

［
１
１
１
１
］

　
い
。
。
川
卜
八
日
午
前
一
時
半
ご

べ
束
・
Ｅ
都
板
橋
区
赤
塚
交
番
で

阿
部
貞
同
等
、
二
人
０
警
Ｍ
官
の

ピ
ス
ト
ル
に
よ
っ
て
ぶ
浜
安
保

共
闘
」
の
柴
野
春
彦
君
が
き
殺
さ

れ
他
に
二
人
か
ピ
ス
ト
ル
で
。
犯
傷

を
負
わ
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
賛
Ｍ
官
に

よ
る
息
識
か
つ
、
準
一
さ
れ
て
き

た
殺
人
行
為
で
あ
る
。
七
〇
年
五

月
○
瀬
日
内
海
で
の
『
シ
ー
ジ
ｆ

″
ク
』
川
繍
某
の
射
殺
以
来
、
国

家
権
力
の
謝
の
公
然
た
る
発
咆
に

よ
る
射
殺
は
、
数
度
に
登
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
回
の
権
力
の

殺
人
的
行
為
は
、
六
〇
年
代
か
ら

邸
〕
年
代
へ
と
引
き
続
く
階
級
ｌ

争
に
対
す
る
日
本
帝
国
主
戎
国
家

権
力
の
、
準
一
さ
れ
た
弾
圧
攻
勢

で
あ
る
。

　
本
紙
は
、
『
宗
浜
々
保
銭
闘
Ｌ

の
三
人
○
諸
μ
か
、
い
か
な
る
理

由
で
、
赤
塚
交
壽
に
行
っ
た
の
か

は
知
ら
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ

れ
賤
権
力
か
闘
う
も
り
を
、
。
占

そ
れ
ぽ
か
り
か
、
あ
ら
ゆ
る
謳
件

の
辺
人
」
を
も
、
虫
け
ら
の
味

に
き
殺
す
る
こ
と
り
申
に
、
国
家

権
力
の
本
賢
を
見
る
。
我
身
は
、

か
か
る
権
力
の
行
為
を
決
し
て
許

す
こ
と
は
出
米
な
い
。
わ
れ
わ
れ

は
、
桝
身
０
・
剱
り
を
こ
め
て
、
権

力
の
聚
賢
君
虐
殺
に
対
し
て
抗
議

す
る
と
と
も
に
、
こ
の
日
本
帝
国

主
義
国
家
権
力
の
犯
罪
は
、
そ
Ｏ

歴
史
○
申
に
あ
っ
で
、
必
ず
や
負

債
か
か
え
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
信

じ
て
い
る
。

　
　
　
　
一
八
七
一
・
一
・
十
五

　
　
東
洋
大
学
新
聞
学
会
編
集
Ｍ

坂
井
改
心
昆
、
平
野
利
氏
、
竹
村
霞
右

衝
門
吸
根
津
嘉
一
郎
氏
、
児
玉
寛
一

氏
、
川
北
禎
一
氏
、
小
坂
億
三
郎
氏
、

増
田
六
郎
氏
、
岡
本
喜
一
氏
が
一
江
さ

れ
た
。

　
ま
た
、
監
心
″
に
は
畑
出
陣
氏
、
小
池

光
男
氏
、
塚
本
秀
悲
氏
か
そ
れ
ぞ
れ
一

任
さ
れ
た
。

　
略
歴
三
沢
元
貫

氏
、
明
治
四
十
一

年
九
月
四
日
生
れ

六
十
二
歳

昭
和
六
年
来
ぷ
大
学
卒
業

昭
剔
十
。
。
年
日
中
民
同
友
好
一
勤

Ｔ
の
一
環
と
し
て
北
京
厚
生
区
薬
Ｉ
を
運

盲
・
中
国
衛
生
行
政
学
院
で
日
本
・
恙
八
重

任
教
授
決
し
て
招
請

　
昭
和
ご
十
年
敗
戦
で
山
梨
県
に
帰

1
‐
y
　
　
　
　
｡

　
昭
和
二
十
二
。
心
学
幹
と
し
て
東
洋

大
学
に
招
請
、
戦
後
の
大
学
再
建
に
貢

献　
i
&
i
F
4

1
E
j
E
東
洋
大

字
の
分
属
埋
ぶ
就
任

　
昭
和
二
十
四
～
こ
士
八
年
学
制
改

弟
に
植
づ
・
い
て
。
挑
制
大
学
へ
移
行
す
る

と
同
時
に
経
営
学
部
と
文
学
部
社
会
学

科
を
新
設
す
る
。

　
昭
和
こ
十
七
年
山
梨
県
塩
山
市
の

教
育
長
に
就
任

　
昭
和
二
十
八
年
ｙ
昭
和
四
十
四
年

山
・
細
県
立
塩
山
知
枝
、
石
和
．
Ｍ
校
、
山

梨
高
校
の
校
長
を
一
任
、
こ
の
Ｍ
一
環

し
て
東
洋
大
学
り
訃
・
議
員
、
理
事
、

幹
嘔
を
歴
任
。

　
ｒ
和
四
申
五
年
五
月
学
校
広
入
厦

序
大
字
常
湧
想
ｆ
に
就
任
し
現
在
に
至

9
1
。

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
地
元
は
急
激
に
「
延
明
要
求
」
「
擾

力
阻
止
」
へ
硬
化
し
た
。

　
こ
○
地
元
の
激
し
い
突
き
上
げ
に
琉

球
政
府
は
ラ
ン
バ
ー
ト
高
等
弁
務
官
に

対
し
二
日
閤
の
延
削
を
要
綱
、
弁
務
官

は
ワ
シ
ン
ト
ン
と
の
相
談
の
う
λ
匙
明

を
決
定
し
た
。

　
十
二
日
銭
球
政
府
は
沿
道
住
民
の
避

難
に
対
し
バ
ス
の
あ
っ
せ
ん
を
す
る
こ

と
に
し
、
関
係
市
村
長
に
対
し
協
力
を

要
一
、
市
村
昼
は
こ
の
譲
歩
案
を
了
承

し
、
美
里
村
の
毒
ガ
ス
撤
去
対
策
委
一

会
、
復
帰
陥
、
教
職
員
会
も
実
力
阻
止

の
方
針
を
下
し
た
。

　
ま
た
そ
の
不
信
感
は
一
良
革
新
政
府

へ
も
向
け
ら
れ
た
。
二
日
圏
の
延
明
も

避
難
用
バ
ス
の
あ
っ
せ
ん
も
住
民
の
激

し
い
突
き
上
げ
に
よ
る
結
束
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
は
庄
民
不
在
米
箪
菱
先
○
政

吋
姿
勢
で
あ
り
、
米
京
へ
り
作
業
助
長

玉
ぞ
あ
り
そ
の
た
め
の
住
民
説
得
で

あ
っ
た
。
ま
た
そ
れ
に
迎
合
す
る
よ
う

に
社
大
・
人
民
。
自
党
は
一
一
日
、
住
民

に
反
目
し
、
屋
良
主
宮
部
護
の
た
め
に

実
力
阻
止
中
止
を
決
定
し
た
。

　
―

圖圓

癒反民二賤な－ｕｍＵ

ｉべりHaj特り

と
し
て
先
駆
的
に
示
ぬ
し
た
。
▼
一
一

九
六
七
年
1
0
・
８
羽
田
闘
争
か
ら
ゴ

ケ
年
の
日
本
急
進
的
大
衆
闘
争
は
。

自
身
の
内
部
に
一
国
性
、
民
族
性
を

有
し
つ
つ
も
、
国
家
権
力
に
ふ
い
汀

ち
を
掛
け
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

学
園
、
街
誠
に
お
い
て
、
そ
の
確
固

と
し
た
戦
術
的
な
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
持

っ
て
い
た
。
だ
か
一
九
六
九
年
十
一

月
佐
藤
訪
米
阻
止
闘
争
を
前
後
と
す

る
過
程
か
ら
そ
れ
以
哩
急
進

聚
闘
争
は
、
国
家
権
力
り
意
識

つ
準
鯛
さ
れ
つ
く
し
た
強
権
哨

ｍ
ｍ

一

制
の
下
に
沈
圧
さ
れ
、
学
園
、
街
頭

経
営
に
お
け
る
戦
術
的
ヘ
ゲ
モ
于
一

一

Ｓ
Ｉ
Ｒ
Ｓ
Ｆ
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｉ

E
I
。
▼
こ
の
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
状
況
を
一

真
実
に
突
破
せ
ん
と
す
る
こ
と
か
反
“

帝
国
主
我
の
貿
と
し
又
と
り
わ
け
一

入
ａ
争
ヽ
沖
縄
闘
争
ヽ
叛
軍
闘
争
已

三
つ
の
戦
略
的
軸
の
申
で
問
わ
れ
て
‐
‐

い
た
暗
明
に
、
そ
れ
と
は
一
司
無
一
一

儡
に
、
む
し
ろ
ご
」
の
テ
ル
ミ
ド
ー
】

ル
状
況
に
対
す
る
絶
望
感
か
‘
J
9
1
j

週
と
し
て
こ
鉄
の
全
国
党
建
設
’
一

や
″
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
入
閣
の
回
心
円
一

的
拡
大
″
を
・
目
已
の
課
題
と
し
て
一

1
.
1
1

わ
ん
と
す
。
心
部
分
か
統
出
し
な
。
そ
Ｉ

し
で
、
こ
れ
ら
の
部
分
か
、
い
ま
程

深
く
反
帝
国
主
我
的
な
Ｉ
い
と
令
。
く

無
関
係
に
且
つ
、
客
観
的
に
敵
対
し

つ
つ
あ
る
。
仔
在
で
あ
る
こ
汐
・
は
明
白

で
あ
る
。
ｙ
コ
ザ
Ｍ
勁
は
、
こ
れ
ら

の
部
分
の
遡
動
の
一
理
と
は
、
令
。
く

無
関
隔
で
而
る
が
故
に
、
彼
ら
に
と

っ
で
は
、
何
ら
感
性
的
に
す
ら
理
解

す
る
こ
と
は
出
米
な
い
し
、
せ
い
ぜ

い
自
ｄ
の
増
栢
の
た
め
の
ア
ジ
テ
ー

シ
。
ン
で
し
か
な
い
だ
る
っ
。
▼
だ

か
、
こ
の
一
一
九
七
Ｕ
年
代
の
闘
い
を

自
己
の
意
識
的
且
つ
、
感
詩
的
に
反

帝
闘
争
へ
と
射
程
を
・
吋
け
つ
つ
口
っ

で
き
た
老
に
対
し
て
は
、
こ
の
コ
ザ

の
闘
い
は
最
も
ヴ
メ
ヴ
４
ド
な
闘
い

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
で
座
一
づ
け
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
国
家
権
力
の
Ｉ
ケ
年

の
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
状
況
が
極
東
規
模

に
お
い
で
絨
。
術
的
に
転
痍
し
た
こ
○

闘
い
代
よ
り
拡
大
前
進
さ
せ
つ
つ

一
ケ
年
の
人
百
闘
争
の
・
申
で
提
起
し

つ
つ
け
ら
れ
た
頁
刄
い
か
に
日
本

急
進
的
大
衆
闘
争
を
劃
り
ｇ
し
、
再

生
す
る
の
か
か
今
、
現
下
の
課
題
と

し
て
問
わ
れ
て
い
る
ｋ
そ
の
課
屯

に
。
反
応
し
な
い
部
分
は
、
も
は
や
日

本
階
級
闘
争
と
は
Ｉ
昨
の
関
係
も
無

い
存
圧
な
の
で
あ
る
。
▼
今
や
極
東

労
農
民
衆
の
反
乱
は
開
始
さ
れ
た
／

一 一 -

諸君の将来は何で決まるか？

やさしいにっぽん人言尹■曹こ碧
そごう了Ｆ読売ホール

高木隆太郎゜監警束陽一東プロダクシ　ン●東京ｓ港ｇ西釦奥

河原崎長一郎　緑　魔丿他　　　　　　　　　　　　３　　≒ﾔ3?l)14叩7僑

・製作

・主演

j←tlly固　　　　　笏゛.･%
讐ふ，し

ｌ　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
麻雀

一
　
三
一

サービス本位の雀荘一学園より徒歩５分

　学生割引　　一時間　￥40－

　サービスタイム　１時間　￥30－

　（AM10:00－PM5:00）

　冷暖房完備

　クラプことぶき晋祥寺雷●前

●　　　TEL（946j　jl　j　　　■

一
っ
で
い
る
、
北
富
士
忍
草
母
の
会
・
乙

の
債
Ｕ
な
農
民
闘
争
と
し
て
０
泌
愕
を

月
ら
出
し
で
い
凡

．
こ
回
１
建
設
を
同
い
抜
か
ん
と
し

勺
痢
塚
一
争
は
、
本
土
に
お
け
る
最

も
睨
く
極
刀
昌
対
炭
関
蝸
を
意
識
し

つ
つ
『
、
二
出
権
力
○
構
築
を
限
菖
す
心

も
の
と
し
で
び
在
し
一
い
る
こ
と
を
見

．
で
ね
か
な
け
れ
ぱ
な
り
な
い
し
、
日
本

栢
国
土
表
の
発
Ｓ
の
歴
史
の
中
に
あ
っ

て
、
そ
の
．
狂
騒
な
剣
の
前
に
弾
圧
、
収

奪
し
続
け
ら
れ
て
き
た
多
く
の
護
民
の

闘
い
ｎ
秩
父
困
民
党
の
嗣
い
ｘ
む
中
村

・
り
喘
い
Ｕ
の
、
歴
史
的
な
清
算
と
そ
の

発
廉
か
じ
て
存
在
し
で
い
る
だ
ろ
う
．
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バ
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大
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ブ
ご
し
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こ
だ
そ
い
七
・
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こ
？
リ
ー
玉
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に
内
包
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人は

政治によってのみ

生きるに

あらす

一
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、

Ｉ
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s
.
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1
:
‐
.
=
‘
‐
!
z
l
a
‘
Ｉ
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改

と
い
コ
に
家
で
は
気
然
な
く
、
そ
れ
ゆ

ぺ
Ｏ
‐
ｊ
ｊ
‐
’
Ｅ
‐
・
十
七
年
ｏ
よ
Ｉ
り
に
決
定

明
な
時
期
に
際
し
て
は
二
人
は
別
固
○

一
打
を
辿
り
な
が
ら
‥
コ
ｏ
知
解
に
到

込
し
で
い
た
琲
は
多
く
の
資
料
の
．
証
ｄ

ｙ
９
ご
こ
ろ
で
あ
る
か
、
二
人
い
対
立

い
起
囚
と
な
っ
た
も
ｏ
は
「
個
人
削
な

人
㈹
的
毀
頁
い
迎
い
」
と
い
マ
九
ら
Ｏ

だ
っ
た
○
で
．

ヽ
心
．
弓
レ
ー
ー
ン
り
華
南

ｏ
兄
達
と
い
う
．
吊
口
・
鰐
昌
勺
に

応
」
に
対
し
て
反
射
な
き
泗
匹
男
心

一
－
そ
○
嘔
に
凋
す
５
ト
ロ
ッ
キ
ー
○

一
入
間
閲
に
や
い
っ
た
も
り
．
か
削
．
た

一
心
に
尺
八
ア
ク
セ
ル
ワ
’
ド
・
ザ
ス

Ｔ

リ
ぶ
こ
ル
九
て
い
．
バ
ト
口

フ
ャ
ー
が
吟
咳
だ
け
ど
な
‘
‘
心
哨
ｊ
ら

‥
ツ
ご
い
号
川
、
ｊ
ま
岩
、
雁
剥
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３
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に
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』
づ
ぱ
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な
か
っ
べ
俗
物
や
俗
悪
な
池
中
が
、

僥
等
こ
人
の
う
ら
の
貴
族
的
精
神
と
Ｑ

倣
ず
も
の
こ
そ
、
ま
さ
に
、
そ
れ
だ
け

が
、
彼
ら
の
革
命
家
と
し
て
り
謄
嶋
性

を
な
す
ゆ
λ
ん
の
も
○
で
あ
る
．
優
越

性
ｏ
本
賢
的
性
賢
い
う
も
り
は
、
い

つ
で
も
、
い
か
な
一
場
台
に
お
い
て
も

公
式
の
大
聚
的
鳶
勁
に
対
し
て
絶
対
的

に
仙
立
せ
る
一
新
哉
体
を
な
し
で
い
る

ご
い
う
こ
と
て
あ
兌
｀
（
放
叫
）

－
以
ト
乃
ズ
申
り
「
革
命
家
を
「
談

術
い
た
才
進
」
と
就
き
僕
え
た
と
こ
ろ

．
で
少
し
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
．
．
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Ｓ
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ｌ
ｇ
ｌ
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．
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．
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Ｊ
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迷
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の
コ
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市
で
反
米
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き
打
ち
事
件
か
ぱ
っ

発
し
た
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い
わ
ゆ
回
ザ
暴
動
で

あ
る
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草
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に
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し
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で
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も
世
論
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動
支
持

の
方
向
に
傾
む
い
弓
そ
れ
は
戦

吸
占
領
ポ
と
し
て
の
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軍
に
対
す

る
反
ヤ
ン
キ
Ｌ
い
っ
た
潜
在
明

窓
繊
の
表
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し
た
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果
だ
け
で
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な
い
。
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に
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て
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な
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対
権
カ
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で
あ
縮
事
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土
復
㈲
遡
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り
よ
腿
で
あ
る
厦

帰
協
も
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力
Ｓ
も
、
そ
り
・
口
大
な

極
力
薦
い
恥
軍
｀
。
－
－
－

は
な
か
っ
こ
。

し
か
し
砂
洲
庄

民
は
ぞ
の
・
曳
㈲

体
制
自
身
を
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い
敲
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か
た
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の
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を
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み
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西
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な
價
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吊
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今年ｶーセールスマンをめざす男たちその数1033人

逗路の渋滞、自動車排気ガスの発生･･････クルマは公害だといわれます。しかしクルマの魅力は消えません。

ク｡･レマの本当の良さをお伝えし、クル？の本来のよさを知っていただくこと、それが日晟マンの使命です。

日　産　自　動　車

東京都中央区銀座6－17－｜命
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●東京l･●タヂィーゼルの安定性

繁栄・躍進をと|ﾃﾞる東急グループ

を構成する“東急資丿恥･゜の会tlです。

●東京l･ヨタディーセルの成長性

おがE葦1の自動車l･ijな･ ･･:犬I‥|･｜、

¨トョダのスーパーテ４－ラーです。

●東京l･ヨタヂィーゼルの宜油性

わか国産業の中核として限りない

　　　　　需要をもづ東京｀'がマーケツ}です。

会　社　説　明　会

２月　９・　｜○日

P.M川時～３時

会場　本社会議室

大卒４９,０００円与【】給

トラックまで/ヽ型乗用　から大型
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